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Abstract Immature stages, egg, larva and pupa of Ypthima wenlungi Takahashi (Nymphalidae, 
Satyrinae) are described with developmental process and food plants. This species has peculiar 
characteristics in the larval and pupal stages which are distinguished clearly from those of Y. multi- 
striata and Y. esakii, which are apparently similar to this species in adult wing pattern. 
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は じ め に 


2006 年 9 月 13 日 , 台湾 高雄 双 六 亀 郷 鳳 周山 で ウラ ナミ ジャ ノ メ ヌ 属 功 妖 g に 属す る 未知 の 一 種 を 採集 
L, これ を 新種 タカ オウ ラナ ミ ジ ャ ノノ メト Y. wenlungi Takáhashi, 2007 と し て 記載 し た (高橋 , 2007a). 


2007 年 10 月 5 日 , この 種 の 母 蝶 採集 を 目的 に 台湾 に 出かけ , 既知 産地 の 鳳 岡山 が 道路 閉鎖 で 入山 で き 
な か っ た た め , 同 桃源 郷 藤 枝 二 集団 (海抜 1.400 m) に 目的 地 を 変更 し た が , CC CSB IC 6 BET € 
採集 する こと が で きた . 


この 母 蝶 を 台湾 に お いて 産卵 させ , 高雄 頻 六 亀 郷 在住 の 陳 文 龍 氏 の ご 協力 で 飼育 し , その 幼生 期 を 観 
察する こと が で きた の で , その 形態 的 特徴 や 発育 経過 な ど に つい て 報告 する . 





幼生 期 の 形態 
1. BB 
ほ ば 球形 で 下 半 部 に お いて わずか に 膨らむ 傾向 が ある . 


直径 ( 横 径 ) は 0.80+0.01 mm (n=21) T, 47 v FIFI Vx 7 X Y. multistriata の 0.89+0.02 mm (n=67) 
AI 3p) 3 OR Ux 7 3 Y. esakii M0.85+0.03 mm (n=9) より も 小型 (平均 値 ょ 標準 偏差 . の ミ 0.01, 7 検 
定 ). ま た 本 種 の 卵 の 刀 multistriata の 卵 に 対す る 体積 比 は ほぼ 0.73 と な る . 


卵 の 色彩 は 青白 色 で , 緑色 また は 淡 緑 色 の 他 の 2 種 と は 明らか に 壮 な る . 
2. 幼虫 


各 齢 期 の 幼虫 の 背面 図 と 側面 図 を Rigs 11-18 に 示し た . CN5* Y. multistriata* の Figs 19-26 と 比較 
され だ たい. 





*4 齢 で 終 齢 と な る 例 を 示し た . この 種 は $ 齢 で 終 齢 と な る 場合 も ある . 
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Figs 1-10. Larvae, pupae and an adult of Ypthima. 1-8, 10. Y. wenlungi. 9. Y. multistriata. 1. 2nd 
instar larva. 2. Lateral aspect of 4th (final) instar larva. 3. Ditto, dorsal aspect. 4. A form of 
Ath (final) instar larva with reddish band in lateral side, at just after moulting. 5. Ditto, at the 
middle period of 4th (final) instar larva. 6. Pre-pupa. 7. Lateral aspect of pupa. 8. Subdorsal 
aspect of pupa. 9. Subdorsal aspect of pupa (Y. multistriata). 10. Emerged adult, male. 





A. Tin] oR 


頭 部 に は ご くく 小さ な 1 対 の 突起 が あり , この 突起 は 也 multistriata の も の より も 相対 的 に 小さ い (Figs 
27, 31). 


HEALER O SO th REC, 背 線 と 亜 背 線 は 太く , 濃い 赤褐色 で ある . 1 齢 期 後 半 で は 地 色 が 赤 味 
を 失っ て 淡 緑 灰色 と な り , また 背 線 と 亜 背 線 は 濃緑 色 と な る . 一 次 刺 毛 は 白色 . 体長 5.5-6.0 mm (Figs 


1115,27): 
B. 2 $55 R 


頭 部 の 1 対 の 突起 は 1 齢 時 より も 目立つ よう に な る が , Y. multistriataM } 00 X. 0 ijv» (Figs 28, 32). 
頭 幅 は 0.85+0.02 mm (n=10) で , Y. multistriata の 0.93 ェ 0.02 mm (n=19) より も 小さ い の ミミ 0.01.7 検 定 )、 


地 人 色 は 淡 緑 色 . 育 線 と 亜 背 線 は 黄 褐 色 で , 亜 背 線 は 1 齢 時 より も 日 立た な く な る . 体 表 全体 に 白色 の 二 
次 刺 毛 を 生じ る . 体長 約 8.5-9.0 mm (Figs 1, 12, 16, 28). 


C. 3 is) BR 


基本 的 に 2 齢 幼虫 の 特徴 を うけ 継ぐ . BEAR Y. multistriata7z な ど よ り も 細長 い . 地 色 は 淡 緑 色 . BRIS: 
つ 


色 で 細く , これ と 同色 の 亜 背 線 は ほとん ど 目 立た な い . 気 門下 線 は 白色 で , 胸部 で は 1-3 節 を つう し じ て 
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Figs 11-14. Y. wenlungi, dorsal aspect of larvae. 11. Ist instar larva. 12. 2nd instar larva. 13. 3rd 
instar larva. 14. 4th (final) instar larva. 





Figs 15-18. Y. wenlungi, lateral aspect of larvae. 15. Ist instar larva. 16. 2nd instar larva. 17. 3rd 
instar larva. 18. 4th (final) instar larva. 
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Figs 19-22. Y. multistriata, dorsal aspect of larvae. 19. lst instar larva. 20. 2nd instar larva. 21. 
3rd instar larva. 22. 4th (final) instar larva. 











Figs 23-26. Y. multistriata, lateral aspect of larvae. 23. 1st instar larva. 24. 2nd instar larva. 25. 
3rd instar larva. 26. 4th (final) instar larva. 
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Figs 27-30. Y. wenlungi, frontal aspect of larval head. 27. 1st instar larva. 28. 2nd instar larva. 
29. 3rd instar larva. 30. 4th (final) instar larva. 





Figs 31-34. Y. multistriata, frontal aspect of larval head. 31. Ist instar larva. 32. 2nd instar larva. 
33. 3rd instar larva. 34. 4th (final) instar larva. 
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よく 目立つ が , 腹部 で は ご く 細 く な る . 
これ ら の 基本 的 特徴 は 次 齢 ( 終 齢 ) に 引き 継が れる . 体長 約 14-15 mm (Figs 13, 17, 29). 
D. 4 tie ( 終 齢 ) 幼虫 


体形 は 也 multistriata や Y. esakii より も は る か に 細長 く (Figs 14, 18, 22, 26), 体毛 は 白色 で これ ら の 種 の 
も の より も 朋 ら か に 長い (Figs 2-5). 


頭 部 の 1 対 の 突起 は T multistriataD の も の より も 短い (Figs 30, 34). 頭 部 の 背 半 部 表面 に こま か い 陥 没 部 
(BA) & BAL, その 密度 は 高い (Figs 30, 34). 


APY TER OPPS 3 HH E 0 SSSA c qu, 胸部 に お いて 顕著 な 白 帯 と な る . この 特徴 は 台湾 産 
同属 の 10 種 (a モン ウラ ナミ ジャ ノ メ は 幼生 期 不明 ) に は まっ た く 見 られ な いも の で ある . な お , 気 門 
下線 は 腹部 に お いて 個体 に より 明瞭 に 現れ る も の か ら ほ と ん ど 消 失 す る も の まで の 変異 が 見 られ る . 
腹 端 の 1 対 の 突起 の 主要 部 は 淡 緑 色 で ある が , 先端 部 は 淡紅 色 と な る . 


幼虫 は 基本 的 に 緑色 型 で (Figs 2-5), Y. multistriata, Y. esakii, Y. perfecta な ど に 見 られ る よう な 褐色 弄 
(AH, 1991, 1995; 高橋 , 2007b) は 確認 し て いな い . し か し 個体 に よっ て は , 白色 の 気 門下 線 に 沿っ て 題 
著 な 紅色 帯 を も つも の が ある (Figs 4, 5). 体長 25-27 mm. 


3. B 


概 形 は タイ ワン ウラ ナミ ジャ ノノ メア multistriatak Ek 0 $ d d 09 2 3- LLY * 7 3 Y. formosana 7; & 
に 似る (Figs 7-9, 35-40). 


WHO EE c EL TRET, 北部 に や や か すれ て 黒ずん だ 模様 が 見 られ る . AE ONB IREO E Z 
ろ す べ て 緑色 型 で , Y. multistriata や Y. esakii な ど で し ば し ば 見 られ る 褐色 型 (高橋 , 2007 め ) は 未確認 で 
あぁ ある. 腹部 第 4 節 の 背 半 部 に U 字 型 の 顕著 な 入 状 の 隆起 部 が あり , その 前 部 は 黒色 , 後部 は よく 目立つ 
黄 白 色 と な る . 本 種 で は 稼 状 隆起 部 は 腹部 第 4 節 の み に 限 られ る . 


この よう な 特徴 を も つも の は , KAET Y. formosana E  OYCERTR OD Y. yamanakai, Y. an- 
gustipennis (高橋 , 2000) や カノ ウラ ナミ ジャ ノ メ ア praenubila (高橋 ・ 李 , 1988; 五十嵐 ・ 福 田 , 1999) な 
ど で あ る . 


これ に 対し て , 腹部 第 4 節 以 外 の 第 5 節 背 面 に も 秋 状 の 隆起 部 を も つも の に は ,}Y multistriata (Fig. 9, 38, 
39) (NH, 1995) や 日 本 の ウラ ナミ ジャ ノノ メア miphonica (福田 , 2005) な ど が あり , さら に 腹部 第 6 節 の 
背面 に も それ を も つも の に は , エサ キ ウ ラ ナミ ジャ ノ メ ア esakii (内 田 , 1991), タカ ムク ウラ ナミ ジャ ノ 
2 Y. perfecta (NH, 1995), 日 本 南西 庄 島 の マサ キ ウ ラ ナミ ジャ ノノ メア masakii (福田 , 2005) READ 2. 





























Figs 35-37. Pupa of Y. wenlungi. 35. Dorsal aspect. 36. Lateral aspect. 37. Ventral aspect. 
Figs 38-40. Pupa of Y. multistriata. 35. Dorsal aspect. 36. Lateral aspect. 37. Ventral aspect. 
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Table 1. Data in development of a male of Ypthima wenlungi. 


Ovipisition hatch lst moult 2nd moult 3rd moult — pre-pupa pupation emergence 
6/Oct 11/Oct 19/Oct 26/Oct 3/Nov 16/Nov 19/Nov 21/Dec 





Table 2. Days for development of a male of Ypthima wenlungi. 




















Stage | Egg Larva (instar) Pupa 
| Ast 2nd 3rd 4th — pre-pupa 
Period | 5 8 T 8 13 3 32 
(days) 39 
16 


d 04 EE 13%) 11.0-11.5 mm, 全幅 4.0-4.5 mm. 


EIR EF Zefa se Sof z^ 5, KEARE OMR k WRIA TLIIS VA APS 
サキ ウラ ナミ ジャ ノ メ の 属す る motschulskyi FE (Shir6zu & Shima, 1979) で は な く , Ypthima 属 中 の 他 の 種 
群 か , ま た は 未知 の 独立 し た 種 群 に 属す る 可能 性 が ある と 思う . 


発育 経過 


2007 年 10 H 5 日 に 採集 し た 母 嘆 1? から 得 た 21 卵 を 飼育 し ,5 ?4 ゃ を 羽化 させ た が , その 発育 経過 の 
1 例 を Table 1 に 示す . この 個体 の 発育 に 要 し た 日 数 は Table 2 に 示し た 通り で ある (気温 10-20°C). 


以上 の 発育 経過 と , 2006 年 9 月 15 日 の 採集 記録 な どか ら 推 定 し て , 台湾 で は すく な く と も 年 に 3 回 程度 
の 発生 を くり 返し て いる も の と 考え られ る . 





食 草 


野外 に お ける 食 草 は 不明 . 幼虫 は 野外 に お いて 複数 の イネ 科 植 物 を 食す る も の と 思う . 


室 内 飼育 で は , 1-2 齢 期 は アシ ボソ Microstegium vimineum € , 2-4 齢 期 は アキ ノエ ノコ ログ サ Setaria 
faberi を 好 ん で 食し . さら に ジュ ズ ダ マ Coix lacrymajobi や スズ メ ノ カ タビ ラ Poaannua を よく 食し て 成 
長 す る . ス スキ Miscanthus sinensis に も 食 痕 を 残す が , この 植物 に は 定着 せ ず , アキ ノエ ノコ ログ サ に 移 
動 す る 傾向 が 見 られ た . 以上 は いずれ も イネ 科 植 物 で , 本 種 は イネ 科 植 物 に 対す る か な り 広 い 潜在 食性 
を も つも の と 推定 され る . 
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Summary 


The immature stages of Ypthima wenlungi Takahashi, 2007 (Nymphalidae, Satyrinae) from Taiwan are de- 
scribed for the first time. 


Egg: Almost spherical in shape, lower part slightly swollen, smaller than that of Y. multistriata and Y. esakii, 
pale blue in colouration. 


Ist instar larva: A pair of head projections relatively smaller than those of Y. multistriata. Just after hatching, 
ground colour pale brown, dorsal and subdorsal lines reddish brown. Later, the ground colour changes to pale 
greenish grey, dorsal and subdorsal lines to deep green. Setae white. Body length, 5.5-6.0 mm. 


2nd instar larva. A pair of head projections relatively short. Ground colour pale green. Dorsal and subdorsal 
lines yellow brown and the latter inconspicuous. Hair on the whole body white. Body length, 8.5-9.0 mm. 


3rd instar larva: Body more slender than that of Y. multistriata. Ground colour pale green. Dorsal line nar- 
row and green, subdorsal line almost invisible. White lateral line under the spiracles broadened through tho- 
rax segments. Body length, 14-15 mm. 


4th (final) instar larva: Body more slender than that of Y. multistriata and Y. esakii. Hair on the surface of 
body white and longer than that of the two species above mentioned. A pair of head projections shorter than 
those of Y. multistriata. Minute depressions more densely distributed than those of Y. multistriata on the dor- 
sal half of the head. White lateral line through thorax segments more developed and conspicuous than that of 
the 3rd instar larva. This characteristic is never seen in the other 10 species of Ypthima in Taiwan. Larvae 
generally green, however, sometimes with a reddish lateral band on both sides. Body length, 25-27 mm. 


Pupa: Body, as a whole, greenish. A prominent U-letter-shaped edge on the 4th abdominal segment dorsally, 
without any edges on other abdominal segments. This characteristic rather similar to the “sakra group” of 
Ypthima, as well as Y. formosana, Y. angustipennis and Y. yamanakai, not to the “motschulskyi group”, Y. 
multistriata, Y. esakii and Y. perfecta, in Taiwan. Body length, 11.0-11.5 mm; 4.0-4,5 mm in width. 


Developmental process: Through all stages from egg to adult emergence, a male needed 76 days in total, 5 
days for egg, 39 days for larva and 32 days for pupa. That particular male pupated after the 4th instar larva. It 
suggests this species Ypthima wenlungi has at least three generations in a year. 


Larvae fed on various graminaceous plants, such as, Microstegium vimineum, Setaria faberi, Coix lacryma- 
Jobi, Poa annua and Miscanthus sinensis in the breeding experiment. Wild food plants are unknown. 


The peculiar morphological characteristics of the larva and the pupa suggest that this species, Ypthima wen- 
lungi, does not belong to the “motschulskyi species group” of Ypthima, including Y. multistriata and Y. esakii 
which are apparently similar to this species in adult wing pattern, but to another species group or to one hith- 
erto unknown. 
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